
「令和６年度技術協議会」を開催しました 
 

 

 去る令和６年８月２日（金）に茨城県水戸市の「水戸京成ホテル２Ｆ 瑠璃の間」 

において、令和６年度技術協議会を開催しました。 

 昨年度は、一般社団法人関東土地改良測量設計技術協会４０周年記念式典行事と時

期が重なることから、中止としたため２年ぶりの開催となりました。 

 当日は、「うだるような」暑さの中、また業務多忙の中にも関わらず、 

２５社 ５２名様のご参加をいただきました。感謝申し上げます。 

 また、技術協議会は、農林水産省からは関東農政局農村振興部竹中設計課長様をは

じめ３名様、茨城県農林水産部農村計画課から講師をお招きし、ご講演をいただきま

した。 

 

 ※技術協議会スケジューは以下のとおりです。 

 

 



 

※まず、最初に一般社団法人関東土地改良測量設計技術協会 山本会長

の挨拶です。 
  

 

只今ご紹介を頂きました「一般社団法人 関東土地改良測量設計技術協会」会長の「山本」

でございます。 

 皆様方には､大変お忙しい中にも関わらず､本日の「技術協議会」に多数のご参加を頂きま

して、誠に有り難うございます。 

昨年は、４０周年記念式典・祝賀会と時期が重複することから技術協議会の開催は見送り

ましたため、２年ぶりの開催となります。 

 

 当協会は、農業農村整備事業に係る事業費の確保及び地域コンサルタントの活用などの提

案活動や、土地改良補償業務管理者、農業土木技術管理士等の資格試験受験者に対する講習

会の実施、又は農業農村整備事業に係る技術者の技術力の向上及び技術者の育成などを行う

ことにより社会貢献をしているところでございます。 

 

現在、５６社の会員が登録しておりますが、より多くの登録を頂き、関東土測協の事業内

容等を向上させなければならないと思いますので、ご協力の程よろしくお願いいたします。 

 

さて、本日の講演は、関東農政局農村振興部設計課 

竹中(たけなか)設計課長様 

茨城県内で農業農村事業を実施している国営事業所の所長様として 

那珂川沿岸農業水利事業所 瀬戸(せと)所長様 

茨城中部農地整備事業所  小野(おの)所長様 

並びに、茨城県農林水産部農村計画課長の井坂様は、業務の都合によりご欠席の旨ご連絡

があり、代理で小倉(おぐら)課長補佐様からご講演を頂くこととなりました。 

 

公務多忙にもかかわらず、講師をお引き受け頂きましたことに対し、本席をお借りしまし

て厚く御礼を申し上げます。 

誠にありがとうございます。 

 

では、本協議会が実り多いものとなりますようご祈念致しまして、開会の挨拶に代えさせ

て頂きます。 

 

 



会場に掲示しました垂れ幕。 

 
 

会場参加者の皆様の様子 

 
 

 



最初のご講演は、関東農政局茨城中部農地整備事業所長 小野 亮 様

です。 

題目は、「茨城中部農地整備事業地区の概要について」 

 

 

 

 講演内容は、以下のとおり 

 １．茨城中部農地整備事業の概要 

 ２．背景（①地域の概要） 

     （②地域農業の特徴） 

     （③地域の課題） 

     （④事業の効果） 

 ３．事業概要（当初計画） 

       （進捗状況） 

 ４．事業の効果（塩崎団地イメージ） 

        （生産性向上・維持管理の省力化） 

５．田んぼダムの取組（概要） 

          （茨城中部地区内における検証） 
 

 

 

 

 



講演の様子は、以下のとおりです。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



続いてのご講演は、関東農政局那珂川沿岸農業水利事業所長  

瀬戸 太郎 様です。 

題目は、「那珂川沿岸農業水利事業地区の概要について」 

 講演内容は、以下のとおり 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



講演の様子は、以下のとおりです。 

 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



続いてのご講演は、関東農政局農村振興部設計課長  

竹中 一行 様です。 

題目は、「関東農政局の行う農業農村整備事業の概要について」 

 講演内容は、以下のとおり 
 

 

 

 １．関東農政局管内の国営事業実施位置図（令和６年度） 

 ２．関東農政局管内の国営事業実施状況（令和６年度） 

 ３．これまでの関東農政局管内国営事業（令和６年度） 

 （１）関東管内国営事業地区における効果① 国営赤城西麓地区 

 （２）関東管内国営事業地区における効果② 国営嬬恋地区 

 （３）関東管内国営事業地区における効果③ 国営笛吹川地区 

  （補足１）笛吹川沿岸地区における地域経済等への波及効果 

（ストック効果） 

  （補足２）笛吹川沿岸地区における経済波及効果の詳細 

 ４．令和６年度 測量・建設コンサルタント業務等発注予定 
 

 

 



 ５．令和６年度 調査地区（地域）概要 
  １．全体実施設計         （１）天竜川下流二期地区 

  ２．国営土地改良事業地区調査   （１）新利根側沿岸地区 

                   （２）鬼怒川中部地区 

                   （３）鏑川地区 

                   （４）中川上流地区 

                   （５）浜名湖北部二期地区 

  ３．地域整備方向検討調査     （１）石岡台地地域 

                   （２）那須野原地域 

                   （３）渡良瀬川沿岸地域 

                   （４）中信平三期地域 

 

 

講演の様子は、以下のとおりです。 

 

 



 

 

 



最後のご講演は、茨城県農林水産部農村計画課 技佐兼課長補佐  

小倉 昌幸 様です。 

題目は、「茨城県の農業農村整備事業について」 

 講演内容は、以下のとおり 

 



講演の様子は、以下のとおりです。 

 

 

 



最後に 

 

 上記が令和６年度技術協議会開催の模様です。 

 本日、ご講演をいただきました皆様に改めまして感謝申し上

げる次第です。 

 また、ご参加いただきました会員様等各社の皆様、大変お疲れ

様でした。 

 

 一般社団法人関東土地改良測量設計技術協会としては、今後

とも関東農政局及び関東各県の皆様にご協力を賜りながら、来

年度以降も継続的に本協議会を開催する所存です。 

 よろしくお願い申し上げます。 

 

  

 

 

 


